
 

戦争が終わり、子供たちの栄養状態の悪化が心配されたこと 

から、1946（昭和21）年に、アメリカのLARA（アジア救援 

公認団体）から給食用物資の寄贈を受け、翌年１月から学校給食が再開され 

ました。当初は給食用物資の贈呈式が行われた12月24日を「学校給食感謝

の日」としましたが、1950（昭和25）年度からは冬休みと重ならない１１月月2244日日

～～3300日日をを「「全全国国学学校校給給食食週週間間」」とすることが定められました。 
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日本の学校給食は、1889（明治 22）年、山形県 

鶴岡町（現・鶴岡市）にある大督寺というお寺の中に 

建てられた私立忠愛小学校で始まったとされています。 

大督寺お坊さんが家々を回ってお経を唱え、いただいた 

米や野菜、お金を使って、お昼ご飯を用意できない家庭の子供たちに食事を用意しました。 

その後、学学校校給給食食はは子子供供たたちちのの栄栄養養をを改改善善すするるたためめのの方方法法として国から奨励され、各地へ 

広まりましたが、戦争による食料不足の影響で実施できなくなってしまいました。 

    

    

    
※食育の代表的な１２の取組を抽象化したものです。 

 ※ 食材の産地情報、放射性物質検査報告、市内産野菜の使用等について 
印刷業者さんが記入するスペースです。 
枠の有無は、見やすいように業者さんに決めてもらいます。 

 

 
  

 

食育ピクトグラム  

学学校校給給食食・・食食育育だだよよりり  

11 月月号号  NNoo..552255  
  

 

学校で食べる給食は、単なる昼食ではなく、「「栄栄養養ののババラランンススののととれれたた豊豊かかなな食食事事をを通通ししてて、、健健康康にに

よよいい食食事事ののととりり方方、、地地域域のの産産業業やや食食文文化化、、食食べべ物物ととそそれれににかかかかわわるる人人へへのの感感謝謝のの気気持持ちちななどどをを学学ぶぶ

たためめのの教教材材」」となるものです。このように、現在ではさまざまな教育的効果が期待される学校給食です

が、もともとは、おなかをすかせた子供たちのために、学校で昼食を提供したことが始まりでした。 

今今月月のの目目標標  ：：  いいろろいいろろなな地地域域ののここんんだだててをを知知ろろうう  
 

 新しい年を迎えました。1 月２４日から３０日は「全国学校給食週間」です。 
神戸市では、毎年兵庫県の特産食材を使った料理を提供しています。南北を 
海に接し、多様な気候風土を有する兵庫の恵みを味わってください。 
 １月の給食には、正月献立の「「ぞぞううにに・・田田作作りり風風・・くくりりききんんととんん」」（特別支

援学校は「おいわいじる・にしんのかんろに・くりきんとん」に変更）、兵庫県の

郷土料理として「「たたここめめしし」」「「黒黒豆豆」」「「かかすすじじるる」」「「ぼぼたたんんじじるる」」「「ババチチじじるる」」 
（センター校はもち麦めんに変更）、新料理の「「冬冬野野菜菜ののススーーププ」」が登場します。 

食育ピクトグラム 農林水産省 詳詳ししくくはは  

昭和25年：「パン・ミルク・おかず」

の完全給食が始まる。 
 

特色ある献立：正月献立 
「ぞうに・田作り風・くりきんとん」 

 

1954（昭和29）年に「「学学校校給給食食法法」」がが公公布布・・

施施行行さされれててかからら７７００年年となりました。時代の移り変わりと共に、子

供たちの食生活を取り巻く環境は大きく変化しています。 

現在、学校給食は教育活動として実施されています。内容も、

季節料理・地域の郷土料理・外国の料理・行事献立など特色

のある献立が登場するようになり、食食にに関関すするる正正ししいい知知識識とと望望まま

ししいい食食習習慣慣をを身身にに付付けけるるたためめのの「「生生ききたた教教材材」」としての役割も

担っています。 
 

＜今月の神戸市内産予定＞
◆神戸市内産米使用
◆�チンゲンサイ・こまつな・みずな・
ほうれんそう・にんじんはこうべ旬
菜・神戸市内産野菜を使用

ホームページに「食材の産地情報」「放射
性物質検査結果」を掲載しています。

神戸市学校給食 検索


